
つ

め

て

み

よ

う

観

て

み

よ

う

見

館山市のホームページアドレス　http://www.city.tateyama.chiba.jp

▲ハコフグ

▲ウミスズメ
▼シマウミスズメ

市
民
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ま
ず
は
走
る
楽
し
さ
を

　
　
　
　
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね

東藤の山車胴巻幕新調

ハ コ フ グ 気ままなひとり者

宝くじ助成で男
24,968（

△
7）

女
26,849（

△
10）

世
帯
数

21,069（
△

10）

館
山
市
北
条
1145-1

●
11

月
1
日
の
人
口
／
総
人
口

51,817（
△

17）

（
　
）

内
は
前
月
比

広
報
／
た
て
や
ま

平
成

14
年

11
月

15
日
号

〒
294-8601

電
話
 22－

3111(代
表
）

F
A
X
 23－

3115

発
行
／
館
山
市
秘
書
広
報
課

N
o.639

11 /15市
民

ジ
ュ

ニ
ア

陸
上

教
室

で
タ

イ
ム

を
縮

め
る

子
ど

も
た

ち

シリーズ

特
集
行
政
改
革
で
１
億
円
を
削
減

公
共
下
水
道
第
２
事
業
区
域
を
認
可

　東藤町内会では、（財）自治総合センターの

宝くじ普及広報事業による助成を受けて山車

胴巻幕を新調しました。加藤清正の虎退治の

図柄で、幅2ｍ、長さ7ｍ。総事業費 1,155

万円の内250万円が助成によるものです。

　問合せ／社会安全対策課

　　　　　コミュニティ係（殖22－3464）

　
ハ
コ
フ
グ
の
仲
間
は

他
の
フ
グ
類
と
違
っ
て

体
が
固
い
箱
で
覆
わ
れ

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
箱
は
六
角
形

を
し
た
ウ
ロ
コ
が
一
枚

ゆ

ご

う

ず
つ
癒
合
し
て
で
き
た

も
の
で
、
甲
羅
の
よ
う

に
固
く
丈
夫
で
あ
る
。

南
房
総
か
ら
は
本
種
の

他
に
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
コ
ン
ゴ
ウ
フ

グ
、
シ
マ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
浅
海
の
岩

場
に
す
み
、
多
く
の
磯
魚
の
よ
う

に
群
を
作
る
こ
と
な
く
い
つ
も
単

独
で
行
動
す
る
。
硬
い
箱
に
包
ま

れ
た
身
体
は
し
な
わ
せ
る
事
が
出

来
ず
、
箱
に
突
き
刺
さ
っ
た
よ
う

ひ
れ

な
尾
と
鰭
だ
け
を
細
か
く
動
か

し
て
泳
ぐ
姿
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

思
わ
せ
る
。
口
も
分
厚
く
突
き
出

し
て
、
正
面
か
ら
見
た
表
情
は
ど

こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。
幼
魚

は
黄
色
の
体
表
に
黒
い
斑
点
を

散
り
ば
め
た
模
様
が
あ
ざ
や
か

で
、
ダ
イ
バ
ー
に
人
気
が
あ

る
。

　
フ
グ
と
い
え
ば
フ
グ
毒
を
思

わ
せ
る
が
、
こ
の
仲
間
は
肉
に

も
内
臓
に
も
毒
を
も
っ
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
全
く
の
無
毒
と

思
わ
れ
て
い
た
が
、
実
は
お
ど

ろ
い
た
り
興
奮
し
た
時
に
体
表

ぶ
ん
ぴ
つ
せ
ん

の
分
泌
腺
か
ら
、
一
般
の
フ
グ

毒
と
は
ち
が
う
成
分
の
毒
を
出

す
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ

▼ユーモラスな表情

る
。
こ
の
毒
成
分
は
幼
魚
で
も
相

当
強
く
、
同
じ
水
槽
に
他
の
魚
を

入
れ
る
と
次
々
と
死
ん
で
ゆ
き
、

し
ま
い
に
は
自
分
自
身
も
死

ん
で
し
ま
う
。
か
わ
い
い
魚

な
の
に
観
賞
用
に
は
向
い
て

い
な
い
よ
う
だ
。

（
東
京
水
産
大
学
助
教
授
　

　
小
池
康
之
）

「
速
く
な
り
た
い
」
と
い
う
目
的

を
持
っ
て
、
集
ま
っ
て
き
た
子
た

ち
な
の
で
、
一
生
懸
命
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
し
た
。
指
導
し
た
こ
と

を
忠
実
に
守
ろ
う
と
心
掛
け
る

し
、
話
も
よ
く
聞
く
し
、
教
え
る

側
も
熱
が
入
り
ま
し
た
ね
。

　
練
習
の
成
果
を
客
観
的
に
知
る

た
め
、
100
ｍ
走
の
タ
イ
ム
を
計
り

ま
し
た
。
初
回
が
雨
だ
っ
た
の

で
、
２
回
目
と
最
後
の
４
回
目
に

タ
イ
ム
を
と
っ
た
ん
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
子
が
自
分
の
タ
イ
ム
を

縮
め
ま
し
た
。
中
に
は
、
１
秒
以

上
縮
め
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

手
の
振
り
方
や
リ
ズ
ム
の
と
り
方

を
ち
ょ
っ
と
教
え
た
だ
け
で
、
速

く
な
る
ん
で
す
。
こ
ち
ら
も
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
協
会
と
し
て
は
、
選
手
層
の
裾

野
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
走
る
楽
し

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
話
は
会
長
の
鈴
木
英
雄
さ
ん
）

　
館
山
市
陸
上
競
技
協
会
（
会
長

鈴
木
英
雄
、
会
員
80
人
）
で
は
、

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
完
全
学

校
週
５
日
制
に
あ
わ
せ
て
、
９
月

28
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
初
の

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
教
室
を
開

催
。
予
想
を
超
え
て
、
市
内
か
ら

66
人
が
参
加
し
、
４
回
に
渡
っ
て

走
り
方
な
ど
の
指
導
を
行
っ
た
。

種
目
は
100
ｍ
走
、
走
り
幅
跳
び
、

走
り
高
跳
び
、
ハ
ー
ド
ル
な
ど
。

　
先
月
26
日
に
は
、
鴨
川
市
陸
上

競
技
場
で
開
か
れ
た
中
学
生
の
安

房
郡
市
新
人
陸
上
競
技
大
会
に
希

望
者
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
雨
で

欠
席
者
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
市

外
の
子
ど
も
た
ち
や
中
学
生
に
混

じ
っ
て
、
自
分
の
記
録
に
挑
戦
し

た
。

　
応
援
に
か
け
つ
け
た
保
護
者
か

ら
は
「
す
ご
く
速
く
な
っ
た
」

「
フ
ォ
ー
ム
が
き
れ
い
に
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
来
年
５
月
に
も
同
教
室
を
開
催

す
る
予
定
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
教
室

特
集
行
政
改
革
で
１
億
円
を
削
減

公
共
下
水
道
第
２
事
業
区
域
を
認
可



３ だん暖たてやま

鼻事務事業の

見直しによる

徹底した行政

のスリム化

柊民間委託等

の推進

稗市民サービ

スの一層の向

上

匹財政健全化

の推進

疋定員管理の

適正化の推進

髭人事・給与

制度の見直し

と職員の意識

改革の推進

彦情報化の推

進

膝市民と行政

の協働

取 組 名 称

羨団体事務局業務の見直し

腺時間外勤務の縮減

舛旅費の削減

船市税等納税奨励金の廃止

薦市民センターの廃止

詮ごみの指定袋制度の導入

賎学校管理備品の有効活用

羨情報化推進室業務の一

部外部委託

腺老人福祉センターと温水

プールの管理・運営の見直

し及び移動図書館事業の

見直し

羨広報「だん暖たてや

ま」の月２回発行

腺幼稚園・保育園の一元

化の検討

羨普通財産の処分

腺歳入確保・納税強化の

推進

羨定員適正化計画の推進

羨行政組織における女性

の意識向上

腺職員自己申告制度の導入

舛給与の適正化（昇給停

止年齢の見直し）

羨個人情報保護制度の構築

腺例規類集のデータベー

ス化

舛観光情報（資源）の

データベース化

羨行政改革推進市民会議

の設置

腺ボランティアによる公

衆トイレ清掃の実施

取 組 内 容（※末尾のカッコ内は節減額）

市が行っている各種民間団体の事務局業務を見直し、団体の自主運営を図

るため、見直しの指針を作成。各課は団体と協議をはじめた。

各課で、非常勤職員の活用やノー残業デイの設定などの計画をたて、時間

外勤務を縮減した。（3,686万9千円）

有料道路通行料のハイウェイカードでの精算や日当の削減、出張時の公用自

動車の利用を促進し、旅費を削減した。（377万8千円）

14年度から納税奨励金の廃止を決定した。

施設が老朽化し、利用率が低下していた市民センターを廃止した。

ごみ減量に伴う処理経費の削減と排出時の費用負担の公正化を図るため、

14年度に「ごみの指定袋制度」の導入を決定した。

各学校で不用となった備品類のデータを庶務施設課で管理し、備品要求の

あった学校で再利用した。（134万5千円）

職員が行っていた庁内ネットワーク管理業務を14年度から外部委託する

ことにした。

老人福祉センター（湊）と温水プールの職員、移動図書館事業にかかる職

員を14年度から非常勤職員に決定した。

かいらん「こんにちはたてやま」を廃止し、広報「だん暖たてやま」を月

２回発行することで、市からの情報を迅速、確実に提供することが可能に

なった。

保護者の育児の負担を軽減するため、幼稚園と保育園の一元化について、

調査・検討をはじめた。先進事例の調査や保護者の要求を把握するための

アンケートを実施した。

利活用されていない市の普通財産のうち、売却可能なものを抽出するとと

もに、購入希望調査の調査項目の検討などを行った。

景気が低迷する中、歳入を確保するため、差押処分の執行を強化（差押物

件30件）。口座振替加入率の向上を図った。（1,551人の加入者の増）

少数精鋭主義を基本とし、新規採用職員の抑制に努めるなどして、職員数

を５人削減した。（3,929万5千円）

女性の声を市政に反映させるため、審議会などの女性委員の構成率向上に

努めた。（昨年度末現在の女性委員構成率24.6％）

人事異動で職員本人の希望を考慮に入れたことで、職員の働きやすい環境

づくりが進んだ。

職員の58歳昇給停止に向けて、職員組合と協議をはじめた。

個人情報保護制度の導入に向け、職員研修を行った。また条例の制定に向

けて、条例の骨格素案を作成した。

市の条例や規則などを収録している例規類集のデータベース化で、条例など

の検索速度が向上した。また加除印刷費用などを節減した。（274万2千円）

観光情報のデータベース化で、施設案内や花情報など、観光客に対するよ

り細かい情報発信が可能になった。

行政改革の進捗状況などに対して、意見や助言を行う「館山市行政改革推

進市民会議」を設置し、行政改革の推進体制を整えた。

平砂浦に完成した公衆トイレで、民間企業がボランティアで清掃してくれ

ることになった。

13年度の主な取組み

２平成14年11月15日

　
市
で
は
、
昨
年
９
月
に
『
館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ
年
計
画
』
を
策
定
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
単
年
度
で
実
施

す
る
こ
と
が
難
し
い
長
期
的
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画
の
１

年
目
と
な
る
昨
年
度
の
取
組
み
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

１
年
目
の
成
果
を
公
表
　
行
政
改
革
３
ヶ
年
計
画

　
昨
年
度
に
策
定
し
、
ス
タ
ー
ト

し
た
『
館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ
年

計
画
』
で
は
、
今
ま
で
、
市
が
実

施
し
て
き
た
事
業
を
取
り
や
め
た

り
、
や
り
方
を
変
え
た
り
、
組
織

を
見
直
す
な
ど
し
て
、
経
費
の
削

減
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
目
標
を
明
確
に
す

る
た
め
、
81
項
目
の
計
画
の
内
51

項
目
に
数
値
目
標
を
設
定
し
、
節

減
目
標
額
は
、
総
額
で
７
億
６
千

451
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
は
、
81
項
目
の
内
、

79
項
目
に
着
手
し
ま
し
た
。
計
画

初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関

係
団
体
と
の
協
議
や
課
題
の
調

査
、
検
討
な
ど
行
政
改
革
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
時
間
外
勤
務
の

削
減
で
３
千
686
万
９
千
円
、
定
員

管
理
の
適
正
化
で
、
５
人
の
職
員

を
削
減
し
３
千
929
万
５
千
円
な
ど

総
額
で
約
９
千
930
万
円
の
節
減
を

達
成
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
主
な

取
組
み
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

　

　行政改革に市民の声を幅広く取り入れるため、３人の

公募委員を含む市民代表５人で構成する「館山市行政改

革推進市民会議」を今年４月に設置しました。

　市民会議は、７月から８月にかけて、合計３回開催さ

れ、進捗状況などについて、市民の目で感じた意見や助

約
１
億
円
を
削
減

新
規
採
用
職
員
を
抑
制
、

時
間
外
勤
務
の
縮
減
な
ど
で

言などを計56件いただきました。

（主な意見や助言参照）市民会議で

の意見や助言を取り入れながら、さ

らに行政改革を進める考えです。

　市民会議の委員は次のとおりで

す。飯島マルティーヌ（外国語指導

助手）、池田寿一（会社員）、佐々木

清（社会福祉施設職員）、武本正樹

（無職）、辰野方哉（会社役員）

【敬称略】

◆三芳村の自然塾などを参考にして、単に結婚を目的に

奨励金を出すのではなく、東京方面から農業や田舎暮ら

しに憧れて、南房総に来ようと考えている人の誘致を進

めてはどうか。この問題は、真剣に取り組んでほしい。

◆市民の健康増進のため、温水プールを冬でもせめて

夜８時までは開いてほしい。

◆普通財産の処分は、時期が遅れれば遅れるほど土地

の価格が下がってしまう。必要な人員などの整備を

もっと早く行い、売却可能な財産の洗い出しを急いで

行う必要があると思う。

◆活動のない団体などを見極め、早急に検討し、歳出

を抑えるべき（補助金等の見直し）。

◆各種のボランティア活動やボランティアによる行事

参加などが効率的に運用されれば、団体への補助金と

職員配置の見直しができるのでは。

◆市町村合併があるからといって、この計画が停滞し

たり、後退しないように、今の時点でどうすべきかを

考え、計画どおりに進めてほしい。

市民会議での主な意見や助言

今
年
度
は
「
ご
み
の
指
定
袋
」
制

度
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
温
水

プ
ー
ル
の
職
員
、
移
動
図
書
館
事

業
に
か
か
る
職
員
の
非
常
勤
職
員

化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
市
町
村
合
併
の
推
進
、

情
報
公
開
と
市
民
参
画
を
進
め
る

た
め
の
審
議
会
の
公
開
、
補
助
金

の
見
直
し
、
定
員
適
正
化
計
画
の

推
進
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
元

化
の
検
討
な
ど
、
全
庁
を
あ
げ
て

行
政
改
革
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　　
取
組
み
結
果
や
市
民
会
議
で
の

意
見
や
助
言
を
ま
と
め
、
希
望
者

に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
に
対
す
る
市
民
か
ら
の

意
見
や
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
問
合
せ
／
総
務
課
（
殖
22
―
３

２
１
８
　E

-m
a
il so

u
m

u
k
a
@

c
ity

.ta
te

y
a
m

a
.c

h
ib

a
.jp

）

▲廃止になった市民センター

特 集

市民の声を行政改革に反映！
行政改革推進市民会議

さ
ら
に
市
民
の
声
を
反
映
！

全
庁
を
あ
げ
て
の
取
組
み



平成14年11月15日 ４

広がる公共下水道エリア

第１期事業区域

第２期事業区域

終 末 処 理 場

特 集

         第２期事業の概要

整備区域／地図の  　  色の区域

整備面積／97ha

整備人口／3,300人（1,270戸）

整備管渠延長（汚水）／16,500ｍ

　　　　　　　　　　（管径20～ 60cm）

整備管渠延長（雨水）／      500ｍ

　　　　　　　　　　（管径70～ 1,350cm）

事業費／3４億６千万円

事業期間／平成14年度～20年度

第1期とあわせて195haに

５ だん暖たてやま

　
平
成
３
年
度
か
ら
着
手
し
た
館
山
市
の
公
共
下
水
道
事
業
。
第
１
期
事

業
区
域
で
あ
る
館
山
駅
を
中
心
と
し
た
98
素
の
整
備
は
、
今
年
度
で
完
了

す
る
予
定
で
す
。
継
続
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め
、
第
２
期
事
業
区
域
と

し
て
、
新
た
に
97
素
が
先
月
18
日
に
国
と
県
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
殖
22
―
３
６
６
１
）

　
97
素
を
対
象
と
す
る
第
２
期
事

業
区
域
は
、
八
幡
、
三
軒
町
、

渚
、
鶴
ケ
谷
、
新
鶴
ケ
谷
、
神
明

町
、
南
町
な
ど
の
一
部
と
す
る
中

部
地
区
55
素
と
汐
入
川
の
南
側
と

な
る
新
井
、
仲
町
、
下
町
な
ど
の

一
部
と
す
る
南
部
地
区
42
素
で
、

館
山
駅
を
中
心
と
す
る
第
１
期
事

業
区
域
を
挟
み
込
む
形
で
す
。

　
第
２
期
事
業
区
域
の
認
可
で
第

１
期
と
あ
わ
せ
、
195
素
が
公
共
下
水

道
事
業
区
域
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
の
状
況
は
、
こ
の

９
月
末
現
在
で
、
90
・
８
素
で
供

用
開
始
し
、
千
277
世
帯
（
住
民
登

録
世
帯
）、
３
千
20
人
が
使
用
可
能

な
状
況
で
す
。
下
水
道
へ
の
接
続

は
、
507
世
帯
が
接
続
し
、
千
319
人

が
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
公
共
施

設
、
事
業
所
、
店
舗
な
ど
約
300
の

建
物
が
接
続
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
期
事
業
区
域
の
地
区
を
対

象
に
来
年
１
月
か
ら
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
、

各
地
区
の
か
い
ら
ん
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
に
接
続

の
た
め
の
排
水
設
備
と
水
洗
ト
イ

　ごみの収集は、
12月31日～１月
３日まで休みま
す。
　今年最後の収集
日と、新年の収集
開始日は次のとお
りです。ごみの搬
出は、決められた

レ
へ
の
改
造
工
事
に
対
し
て
、
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に

工
事
を
実
施
し
た
場
合
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
対
象

区
域
は
、
公
共
下
水
道
事
業
認
可

区
域
を
除
く
、
市
内
全
域
で
す
。

　
今
回
の
第
２
期
事
業
区
域
の
認

可
を
受
け
て
、
こ
の
区
域
も
合
併

処
理
浄
化
槽
の
補
助
対
象
か
ら
は

ず
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
環
境
衛

生
係
（
殖
22
―
３
３
５
２
）

ものを決められた時間に出してください。
◎収集日の朝６時から８時30 分までに出します。
◎焼却場へ直接ごみを持ち込む場合、焼却を必要とす
る書類などは、一度に多量に持ち込まず、数日に分け
て持ち込みます。書類などのホルダーも忘れずにはず
します。
◎年末年始の古紙・紙パックの回収日は、環境美化カ
レンダーをご覧ください。
　問合せ／環境保全課（殖22－3354）

▼燃せるごみの収集（指定袋での搬出）

収集の曜日

月・水・金曜日の地区

火・木・土曜日の地区

最　終　日

12月30日

12月28日

開 始 日

１月６日

１月４日

収集地区

月曜日
の地区

火曜日
の地区

水曜日
の地区

木曜日
の地区

金曜日
の地区

土曜日
の地区

金 属 類

ガラス類

金 属 類

ガラス類

金 属 類

ガラス類

金 属 類

ガラス類

金 属 類

ガラス類

金 属 類

ガラス類

12月30日

12月 ９日

12月17日

12月24日

12月18日

12月25日

12月19日

12月26日

12月20日

12月27日

12月21日

12月28日

１月27日

１月 ６日

１月14日

１月 ７日

１月15日

１月 ８日

１月16日

１月 ９日

１月17日

１月10日

１月 ４日

１月11日

種　別 最　終　日 開　始　日

▼燃せないごみの収集（透明・半透明の袋で搬出）

ごみの搬出は　　　　計画的に今から

▼年末年始のごみの持ち込み

可燃性大型ごみ
（木製タンスなど）

上記以外に通常受け付
けているごみ
※可燃性ごみ
　粗大ごみ
　カン類・ビン類等

25日（水）午前８時45分～午後４時

28日（土）午前８時45分～午前11時

30日（月）午前８時45分～午後４時

31日（火）午前８時45分～正午

ごみの種類 年末の持ち込み日と時間

平成15年１月４日（土）午前８時45分～午前11時

１月６日（月）から通常どおり

年末年始のごみ収集
中
部
と
南
部
に
２
区
域

３
千
人
が
使
用
可
能

補
助
は
３
年
以
内

１
月
か
ら
説
明
会
を
開
催

下
水
道
区
域
は

合
併
浄
化
槽
の
補
助
対
象
外
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41
人
に
善
行
・
功
労
表
彰

場広の民市

員
外
）
、
大
内
実
（
消
防
団
員
）
、

太
田
雅
文
（
学
校
歯
科
医
）、
忍
足

広
之
（
元
消
防
団
員
外
）、
片
山
千

鶴
子
（
民
生
児
童
委
員
外
）、
加
藤

浩
一
（
消
防
団
員
）
、
金
田
重
雄

（
西
口
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

こ

た

か

員
外
）
、
小
髙
秀
之
（
消
防
団
員

外
）
、
笹
谷
義
則
（
消
防
団
員
）
、

菅
田
茂
樹
（
消
防
団
員
）、
富
宮
和

弘
（
消
防
団
員
）
、
鳥
山
誠
（
消
防

団
員
）、
福
原
芳
幸
（
元
青
少
年
相

談
員
外
）
、
村
田
亘
（
交
通
指
導

員
外
）
、
森
下
孝
一
（
元
消
防
団

も

り

や

員
）
、
森
谷
清
和
（
元
消
防
団

し
ょ
う
い
ち

員
）
、
安
田
松
一
（
消
防
団
員
）
、

安
田
秀
雄
（
交
通
指
導
員
外
）、
山

口
健
次
（
学
校
医
）
、
山
口
隆
保

（
元
農
業
協
力
員
外
）
、
吉
野
幹

男
（
元
消
防
団
員
外
）

第
４
条
第
５
号
【
該
当
13
人
】

　
多
年
に
渡
り
、
教
育
、
産
業
、

土
木
、
衛
生
、
社
会
福
祉
そ
の
他

市
の
公
益
と
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
尾
形
ち
づ
（
福
祉
）、
小
形
博
子

お
く
か
わ

（
福
祉
）
、
奥
川
広
子
（
福
祉
）
、

え

み

こ

川
名
笑
子
（
保
健
）
、
小
林
麗
子

（
福
祉
）
、
田
口
き
ぬ
江
（
福

祉
）
、
武
澤
春
子
（
福
祉
）
、
芳
賀

好
子
（
福
祉
）
、
藤
枝
慶
子
（
保

健
）
、
森
茂
（
産
業
）
、
山
崎
洋
一

郎
（
建
設
）
、
山
田
喜
一
郎
（
産

ひ

ろ

こ

業
）
、
吉
田
洋
子
（
保
健
）

市政発展に大きな貢献 長年の功績に光

　市政の発展のために、各分野で活躍さ

れてこられた功労者を表彰する館山市表

彰式を、今月３日、南総文化ホールで行

いました。今年受賞された41人は次のと

おりです。（50音順、敬称略）

　 

民
生
児
童
委
員
を
15
年
間
（
他

に
統
計
調
査
委
員
、
市
営
住
宅
入

居
選
考
委
員
会
委
員
な
ど
）
つ
と

め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
、
片
山

千
鶴
子
さ
ん
（
西
長
田
在
住
）

が
、
「
ふ
る
さ
と
館
山
の
発
展
を

願
い
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
尽
く
し
た
い
」
と
受

賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
。

「
一
人
暮
ら
し
が
増
え
、
民
生
児

童
委
員
へ
の
相
談
内
容
も
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
老
後
の
不
安
を
抱

え
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
自
分
も
年
齢
を
重
ね
て
、
高

齢
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
姑
か
ら
言
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
よ
う
や
く
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
の

仕
事
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
る

し
、
今
は
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

41
人
に
善
行
・
功
労
表
彰

７ だん暖たてやま

　
古
茂
口
・
藤
原
の
村
歌
舞
伎
が

先
月
19
日
に
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
「
南
総
里
見
ま
つ
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
40
数
年
ぶ
り

に
復
活
し
ま
し
た
。
出
演
者
の
平

均
年
齢
は
67
歳
。
演
目
は
「
鎌
倉

三
代
記
」
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た

観
客
か
ら
声
援
と
お
ひ
ね
り
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

と
よ
ざ
わ
と
き
じ
ゃ
く

　
指
導
に
人
間
国
宝
の
豊
澤
時
若

氏
を
迎
え
、
９
月
か
ら
練
習
を
重

ね
た
古
茂
口
・
藤
原
の
７
人
。
本

番
直
前
の
１
週
間
は
、
師
匠
が
泊

ま
り
こ
み
で
指
導
す
る
熱
の
い
れ

よ
う
。
当
時
も
同
じ
演
目
の
主
役

「
三
浦
介
」
、「
時
姫
」
を
演
じ
た

ま
さ
よ
し

か

く

み

鈴
木
正
幹
さ
ん
、
亀
田
鶴
美
さ

き
ね
づ
か

ん
。
昔
と
っ
た
杵
柄
で
、
２
人
と

も
せ
り
ふ
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い

る
も
の
の
、
身
の
こ
な
し
や
せ
り

ふ
の
早
さ
、
間
の
と
り
か
た
な
ど

は
、
師
匠
の
「
も
っ
と
声
を
大
き

く
」
「
そ
こ
で
こ
っ
ち
を
見
て
」

と
い
う
厳
し
い
指
導
を
乗
り
越
え

て
の
舞
台
で
し
た
。

「
は
じ
め
は
ど
う
な
る
か
心
配
で
し

た
。
本
番
の
２
、
３
日
前
に
な
ん
と

か
形
に
な
っ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

貫
禄
た
っ
ぷ
り
　
67
歳
の
名
演
技

鎧
が
重
く
て
こ
の
歳
に
は
こ
た
え
ま

し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
。

「
若
い
と
き
に
何
度
も
時
姫
を
や
っ

て
ま
す
か
ら
、
特
別
な
緊
張
は
あ
り

復興！古茂口・藤原の村歌舞伎

北
条
小
学
校
（
校
長
安
西
迪

彦
、
児
童
数
712
人
）
の
４
年
生

（
116
人
）
は
、
総
合
学
習
と
し
て

「
博
士
・
名
人
に
な
ろ
う
」
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
児
童
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
の
興
味
関
心
が
あ
る

こ
と
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
自

分
で
調
べ
、
先
月
28
日
、
29
日
の

両
日
個
々
の
課
題
に
つ
い
て
、
発

表
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
研
究
す

る
の
で
、
ね
こ
博
士
、
カ
レ
ー
博

士
、
恐
竜
博
士
、
心
理
テ
ス
ト
名

人
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
博
士
な
ど
が
誕

生
し
ま
し
た
。
両
日
12
会
場
で
、

１
コ
マ
15
分
を
５
コ
マ
組
み
、
発

表
者
以
外
は
自
分
の
興
味
あ
る
会

場
を
見
学
し
ま
す
。
こ
の
短
い
時

間
で
、
研
究
成
果
を
い
か
に
発
表

す
る
か
も
学
習
の
ひ
と

つ
。タ

コ
の
生
態
や
雄
、

雌
の
見
分
け
方
が
知
り
た

く
て
…
と
マ
ダ
コ
博
士
の

黒
川
育
美
く
ん
は
、
生
き

て
い
る
マ
ダ
コ
を
教
室
に

タ
コ
の
頭
っ
て
ど
～
こ
だ

ま
せ
ん
で
し
た
。
声
援
や

お
ひ
ね
り
が
あ
っ
た
と
き

は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
」
と
亀
田
さ
ん
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、

「
今
回
の
舞
台
が
、
本
格

的
な
村
歌
舞
伎
の
復
興
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

持
ち
込
み
、
見
学
者
に
披
露
。

「
吸
盤
が
キ
ュ
と
く
っ
つ
い
て
楽

し
か
っ
た
。
タ
コ
っ
て
さ
わ
る
と

プ
ニ
プ
ニ
し
て
た
。
今
ま
で
頭
だ

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
あ
そ
こ
は

胴
で
、
目
が
あ
る
と
こ
ろ
が
頭
だ

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
と
見
学

者
も
び
っ
く
り
し
た
反
応
。
黒
川

く
ん
は
「
日
本
近
海
に
は
60
種
類

の
タ
コ
が
生
息
し
て
い
る
ん
だ

よ
。
も
っ
と
説
明
し
た
か
っ
た
け

ど
、
タ
コ
を
見
せ
た
ら
み
ん
な
が

う
る
さ
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
苦

笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
模
造
紙
６
枚
に
ウ

ミ
ホ
タ
ル
の
研
究
を
し
た
子
ど
も

や
魚
の
漢
字
を
黒
板
に
書
き
、
読

み
方
を
説
明
す
る
子
ど
も
な
ど
も

い
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
「
興
味
や
関
心
を
深

め
る
こ
と
で
、
探
求
心
と
自
分
で

考
え
る
力
を
育
て
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
博
士
・
名
人
に
な
ろ
う
」　
北
条
小
４
年

▲鈴木さん（下）と亀田さん（上）

▲間近に見るマダコにびっくり

惜
し
み
な
い
喝
采
と
お
ひ
ね
り

？？

　
善
行
表
彰

第
３
条
第
１
号
【
該
当
４
件
】

　
市
の
公
益
の
た
め
に
100
万
円
以

上
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
名
正
幸
・
初
江
、
西
山
興
業

㈱
、
溝
口
百
代
、
山
田
ぬ
い

　
功
労
表
彰

第
４
条
第
４
号
【
該
当
24
人
】

　
市
の
特
別
職
と
し
て
、
15
年
以

上
在
籍
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
西
明
男
（
消
防
団
員
）、
飯
沼

さ
と
る

智
（
消
防
団
員
）
、
井
澤
浩
（
消
防

団
員
外
）
、
岩
井
務
（
元
消
防
団



８平成14年11月15日

せら知お

　　　　　　地　　区

西岬地区

神戸地区

豊房地区

　東長田・西長田・大戸・出野尾

　岡田・南条・飯沼・古茂口

九重地区

館野地区

館山地区

豊房地区

　作名・山荻・畑・神余

那古・船形地区

北条地区　

　　　場　所

西岬東地区公民館

神戸地区公民館

豊房地区公民館

九重地区公民館

館野地区公民館

館山地区公民館

豊房地区公民館

那古地区公民館

コミュニティセンター

　　日　時

11月22日（金）

11月25日（月）

11月26日（火）

11月28日（木）

11月29日（金）

12月  2日（月）

12月  3日（火）

12月  5日（木）

12月  6日（金）

　
農
業
所
得
は
、
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額

を
算
出
し
、
こ
の
額
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
収
入

金
額
、
必
要
経
費
な
ど
記
帳
・
記

録
保
存
が
必
要
で
す
。

　
11

月

24

日

（
日
）
は
、
館

山
市
長
選
挙
で

す
。

　
当
日
の
投
票

は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時

ま
で
。

　
開
票
は
午
後
９
時
か

ら
第
三
中
学
校
体
育
館

で
行
い
ま
す
。
傍
聴
で

き
ま
す
が
、
傍
聴
席
、

暖
房
施
設
、
駐
車
場
が

十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
車
は
、
市
役
所
か

４
号
館
（
旧
市
民
セ
ン

タ
ー
）
に
駐
車
し
て
く

だ
さ
い
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
発

　
次
の
日
程
で
相

　
千
葉
県
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委

託
事
業
と
し
て
、

原
爆
被
害
者
二
世

の
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。
受
診

を
希
望
す
る
人

は
、
申
込
み
が
必
要
で
、
受
診
医

療
機
関
は
お
っ
て
送
付
し
ま
す
。

ま
た
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

一
部
自
己
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　
対
象
／
原
爆
被
爆
者
の
実
子

で
、
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
受
診

を
希
望
す
る
人
（
受
診
希
望
者
が

多
数
の
場
合
は
、
昨
年
度
未
受
診

者
を
優
先
）

　
実
施
期
間
／
平
成
15
年
３
月
10

日
ま
で

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
「
健
康

診
断
希
望
」
と
し
、
受
診
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
被
爆
者
で
あ
る
親
の
住
所
、

氏
名
、
被
爆
者
手
帳
番
号
を
記
入

し
て
、
申
込
み
先
ま
で

　
申
込
締
切
／
平
成
15
年
２
月
14

日
ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
260
―
８

農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
！

申
告
事
前
相
談
会
を
開
催

談
会
を
開
催
し
質
問
な
ど
に
お
応

え
し
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分

と
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
で
す
。

　
会
場
に
は
平
成
14
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
農
業
に
関

す
る
収
入
金
、
必
要
経
費
の
わ
か

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
市
民
税
係

（
殖
22
―
３
２
６
２
）

６
６
７
　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
社

会
福
祉
課
援
護
恩
給
班
（
殖
043
―

223
―
２
３
４
９
）

今月24日に市長選挙

表
の
開
票
状
況
を
随
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
は
、
11

月
17
日
（
日
）
か
ら
23

日
（
土
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
、
市
役
所
本
館
２

階
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
で
き
ま

す
。

　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

（
殖
22
―
３
５
２
３
）

▼相談会の日程

あなたの一票を市政に

原
爆
被
爆
者
二
世
に
健
康
診
断

日
時
／
11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場
所
／
雁
月
庵
（
城
山
公
園
）

費
用
／
１
服
300
円

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係

　
　
（
殖
22
―
３
６
９
８
）

月 

釜

　
12
月
の
日
曜
日
に
市
税
な
ど
の

納
税
窓
口
を
開
き
ま
す
。

　
日
時
／
12
月
８
日
（
日
）、
15
日

　
国
道
127
号
付
近
の
市
道
１
１
２

５
号
線
が
舗
装
補
修
工
事
の
た

９ だん暖たてやま

平
成
14
年
第
４
回

市
議
会
定
例
会
の

招
集
予
定
日
は

12
月
11
日
（
水
）
で
す

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」

12月の巡回場所

 ※雨や風の強い日

は、巡回を中止する

ことがあります。

問合せ／館山市図書館（殖22－0701）

舗
装
工
事
で
交
通
規
制

　
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
は
、

人
権
週
間
で
す
。
館
山
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
と
千
葉
地
方
法
務
局

館
山
支
局
で
は
、
人
権
週
間
に
ち

な
ん
で
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
直
接
、
会
場
へ
お
越

め
、
次
の
期
間
交
通
規
制
に
な
り

ま
す
。

　
11
月
中
旬
か
ら
12
月
下
旬
ま
で

は
、
昼
夜
間
片
側
交
互
通

行
（
大
型
車
両
は
通
行
止

め
）
で
、
１
月
上
旬
か
ら

２
月
上
旬
ま
で
は
、
午
後

（
日
）
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

会
場
／
納
税
推
進
室
（
市
役
所

１
階
）

取
扱
い
事
務
／
市
県
民
税
・
固

定
資
産
税
な
ど
の
市
税
、
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

や
納
税
相
談

　
問
合
せ
／
納
税
推
進
室
（
殖
22

―
３
２
５
７
）

し
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
12
月
４
日
（
水
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　
相
談
内
容
／
親
子
・
夫
婦
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
い

じ
め
、
借
地
・
借
家
・
名
誉
・
信

用
・
差
別
・
い
や
が
ら
せ
な
ど
人

権
上
の
問
題
や
悩
み
ご
と
な
ど

　
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

　
問
合
せ
／
千
葉
県
地
方
法
務
局

館
山
支
局
（
殖
22
―
０
６
２
０
）

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
特
設
人
権
相
談
所

９
時
30
分
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
全

面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
建
設
係
（
殖

22
―
３
６
３
６
）

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

崖観音下

稲原集会所前

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

豊津ホール

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

坂田漁港前

西岬西地区公民館

館山小学校

西岬小学校

大田区立養護学校

（25日は休み）

房南保育園

安房神社鳥居前

相浜漁協前

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

(九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

10:20～11:00

11:10～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:20～ 9:35

 9:45～10:15

10:25～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:20～15:40

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:20～13:50

14:00～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:40～15:40

15:00～15:30

12:40～13:10

14:40～15:40

駐　車　場時　間　 12月

３

17

３

17

３

17

４

18

10

25

10

11

26

４

18

４

18

11

26

12

日
曜
日
に
納
税
窓
口



　
世
界
各
国
に
伝
わ
る
行
事
で
食

べ
ら
れ
て
い
る
お
祝
い
料
理
を
紹

介
し
ま
す
。

　
日
時
／
日
程
の
と
お
り
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

１
時
ま
で

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
市
民
30
人
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
基
本
的
に
４
回
通

　安房医師会病院では、年間365日24 時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年中
無休）が設置されています。

18日（水）

19日（木）

20日（金）

21日（土）

22日（日）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

29日（日）

30日（月）

31日（火）

１日（日）

２日（月）

３日（火）

４日（水）

５日（木）

６日（金）

７日（土）

８日（日）

９日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

14日（土）

15日（日）

16日（月）

17日（火）

東条病院（鴨川市）殖0470－92－1207

北条病院（市内） 殖23―1966

富山国保病院（富山町） 殖58－0301

鋸南病院（鋸南町） 殖55－2125

赤門整形外科内科（市内） 殖22－0008

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院（鴨川市）

殖0470－97－1221

鋸南病院（鋸南町） 殖55－2125

赤門整形外科内科（市内） 殖22－0008

中原病院（和田町） 殖47－2021

富山国保病院（富山町） 殖58－0301

東条病院（鴨川市）殖0470－92－1207

小田病院（鴨川市）殖0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院（鴨川市）

殖0470－97－1221

小田病院（鴨川市）殖0470－92－1128

鋸南病院（鋸南町） 殖55－2125

太田整形外科医院（市内） 殖23－2318

富山国保病院（富山町） 殖58－0301

東条病院（鴨川市）殖0470－92－1207

症状によっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（殖22－2233）へ問い合わせてください。

【休日・夜間】

【休日】

12月

安房医師会病院
　殖25－5111

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

夜間救急・休日救急

【休日】

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

【休日】

平成14年11月15日 1011 だん暖たてやま

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
な
あ
に

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険

ワン！

小田病院（鴨川市）殖0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院（鴨川市）

殖0470－97－1221

赤門整形外科内科（市内） 殖22－0008

館山病院（市内） 殖22－1122

山本医院（千倉町） 殖44－0899

鴨川市立国保病院（鴨川市）

殖0470－97－1221

青木医院（丸山町） 殖46－4103

東条病院（鴨川市）殖0470－92－1207

小田病院（鴨川市）殖0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院（鴨川市）

殖0470－97－1221

鋸南病院（鋸南町） 殖55－2125

赤門整形外科内科（市内） 殖22－0008

黒野医院（天津小湊町）

殖0470－94－0383

富山国保病院（富山町） 殖58－0301

勝山病院（鋸南町） 殖55－2138

安房医師会病院のみ 殖25－5111

【休日・夜間】

12月のプログラム

子ども市民大学
問合せ／生涯学習課（殖22―3698）

【休日・夜間】
【休日】

集募

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日 10:30～

甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

市立博物館
殖23－5212

しろやまコース
信

 ７日
（土）

おはなし会
館山市図書館
殖22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

60人
小学校
低学年

10:30～ 子ども文学講座「お話しの泉」
60人

小学校
中・高学年

館山市図書館
殖22－0701

ぶんがくコース
孝

ちびっこ囲碁教室
館山市中央公民館
殖23－3111

13:30～
わんぱくコース

悌小中学生

21日
（土）

14日
（土）

プラネタリウム一般公開
「エウローペとやさしい白い牛」

大房岬少年自然の家
殖33－4561

10:15
～11:30

たいぶさコース
仁一般

将棋教室 小学生以上
館山市中央公民館
殖23－3111

わんぱくコース
悌

クリスマスリース作り
参加費1,500円

館山野鳥の森
殖28－0166

 9:30
～15:00

鳥となかよしコース
義

一般
20人

13:30～

企画展
「浮世絵に見る房総の海と漁業」

安房博物館
殖22－8608

 9:00～
　16:30

かがみがうらコース
智

一般12/8
まで

おはなし会（幼児向け） 館山市図書館
殖22－0701

10:30～ 60人
幼児

６日
（金）

　
市
で
は
、
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
す
る

人
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
高
齢

【休日・夜間】

【休日・夜間】

在宅介護支援センター

館山市なのはな在宅介護支援センター

（赤門なのはな館内）

館山市ほほえみ在宅介護支援センター

（小林病院内）

在宅介護支援センターたてやま

（館山病院内）

安房医師会在宅介護支援センター

（安房医師会病院内）

住　所

浜田110-1

船形909

長須賀196

山本1155

電　話

29-2800

27-6411

25-7191

25-5030

在宅介護支援センターの主なサービス

・お年寄りや介護する人の在宅での生活に

関する心配ごと、介護に関する相談業務。

・医療や介護等の関連機関との連絡調整。

・介護用品や福祉用具の展示説明。

者
福
祉
課
の
ほ
か
、
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
４
ヵ
所
に
あ
り
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
に
関
す
る
各
種
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
援
護
係
（
殖
22
―
３
４
８
９
）

おはなし会
館山市図書館
殖22－070114:00～

ぶんがくコース
孝

60人
小学校
低学年

　
プ
ロ
の
職
人
さ
ん
か
ら
お
正
月

の
お
飾
り
の
作
り
方
を
学
び
ま

す
。
楽
し
く
手
作
り
し
な
が
ら
、

日
本
の
伝
統
や
文
化
を
理
解
で
き

る
機
会
で
す
。

　
日
時
／
12
月
７
日
（
土
）
午
後

親
子
お
飾
り
づ
く
り
教
室

１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
お
飾
り
製
作
者
　
鈴
木

昭
氏

　
対
象
／
市
民
の
親
子
（
市
民
の

個
人
で
も
可
）

お
正
月
を
手
づ
く
り
お
飾
り
で
迎
え
よ
う
！

　
定
員
／
30
名
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選)

　
費
用
／
１
人
300

円

（
材
料
費
・
傷
害
保
険

料
）

　
締
切
／
11
月
末
ま
で

　
問
合
せ
／
中
央
公
民

館
（
殖
23

―
３
１
１

１
）

世
界
の
お
祝
い
料
理
教
室

じ
て
参
加
で

き
る
人

　
参
加
費
／

材
料
費
・
保

険
料
と
し
て

１
人
１
回
千

円
以
内

　
持
ち
物
／

筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

　
締
切
／
11

月
末
日
ま
で

に　
問
合
せ
・

申
込
み
／
中

央

公

民

館

（
殖
23
―
３

１
１
１
）

　 日　程

12/  7 （土）

12/14（土）

12/21（土）

12/26 （木）

         内　　容

感謝祭の料理

クリスマス料理ほか

クリスマスのクッキー

台湾のお正月料理ほか

                    講　　 師

マイケル・ハマライネン氏（アメリカ）

ナディア・ホーヴィック氏（ノルウェイ）

ネイト・パーカー氏（アメリカ）

邱　美風氏（チオ メイフォン・台湾）

【休日】

【休日・夜間】
【休日】

感
謝
祭
！
ク
リ
ス
マ
ス
！
お
正
月
！

⑱



相談はすべて無料です（結婚・介護相談以外は、土曜・日曜・祝日は休みます）
秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください

こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどう　ぞ　

（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／庁舎４号館（旧市民センター）
問合せ／社会福祉協議会  TEL 23－5068

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など
日時／月曜～金曜日 午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／TEL 23－3111

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
日時／12月３日（火）・12月10日（火）
　　　12月17日（火）・12月24日（火）
　 　　午後１時30分～午後３時
場所／安房保健所
申込／安房保健所（TEL 22－4511）に予約必要

乳幼児
◎乳児健診
　日時／12 月10日（火）
　対象／４か月児
　受付時間／午後１時3 0分～２時3 0分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／12 月2 日（月）
　受付時間／午前９時3 0分～10時3 0分
◎１歳６か月児健康診査
　日時／12 月5 日（木）
　対象／平成13 年5 月生まれ児
　受付時間／午後１時2 0分～１時4 0分
◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／12 月19日（木）
　対象／平成11年6 月生まれ児
　受付時間／午後１時2 0分～１時4 0分
※場所は保健センター（TEL 23－3113）

消費生活
商品のサービスや苦情・問合せ
日時／12月５日・19日
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室

結婚
日時／毎月第１、第３日曜日
     　午前10時～午後４時
場所／庁舎４号館（旧市民センター）
問合せ／社会福祉協議会　TEL 23－5068

年金
厚生年金など（館山市役所は偶数月に開催）
日時・場所／12月19日（木）　館山市役所
　　　　　 午前10時～午後２時
８時30分前に車で来庁する場合は、交通規制
がありますので、三中側からお入りください。
問合せ／市民課年金係　TEL 22－3418

交通事故
電話でもできます
日時／毎日午前９時～午後４時30分
場所／交通事故相談所安房支所（安房支庁内）
問合せ／TEL 22－7111 内線371

◎希望します【希望条件】
【5,000円～6,000円】足踏みミシン
【相談】足踏みミシン
◎譲ります【希望条件】

【無料】小学館万有百科事典、ペットトイレシー
　　　ツ・掃除機・紙パック、赤ちゃん用自転車補
　　　助椅子・座敷椅子、自動指圧マッサージ機

【相談】動物用小型キャリーケース、ルームエア
　　　コン

●12月の古紙・紙パック収集日

地  区 名 古　紙 紙パック

１日（日）

17日（火）

８日（日）

24日（火）

29日（日）

12日（木）

９日（月）

26日（木）

25日（水）

19日（木）

５日（木）

12日（木）

26日（木）

12日（木）

館        山

北        条

那古・船形

西岬・富崎

神        戸

豊        房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けてごみ
　搬出場所ヘ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように、
　ビニールなどで覆ってください
○紙パックは切り開き、洗ってたばねて
　ください
問合せ／環境保全課
　　　　TEL 22－3354

13 だん暖たてやま

行政相談

人権相談
日時／毎週水曜日　午後１時～午後４時
※祝日の場合は前日または後日　　
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室　TEL 22－0620

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／12 月13 日（金）午前10時～午後３
時
場所／那古地区公民館
問合せ／市民相談室（TEL 22－3199）

児童
家庭関係・養育間題など
日時／毎日午前８時3 0分～午後５時
場所／家庭児童相談室
　　　TEL 22－3111 内線576

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申し
　　　込みをしてください。
　　　TEL 22－3492

介護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間・毎日
場所／館山市在宅介護支援センター

なのはな TEL 29－2800
ほほえみ TEL 27－6411
たてやま TEL 25－7191
安房医師会  TEL 25－5030

心配ごと

問合せ／商工課消費生活係 　TEL 22－3362

不用品情報コーナー

平成14年11月15日 12

11月１日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／千葉県南総文化ホール 殖22－1811

千葉県文化振興財団ホームページ　http://www.cbs.or.jp

12月のイベント
インフォメーション

南総文化ホール 12月の休館日／２日、９日、16日、24日、29日～1/3日

南房総の第九2002演奏会リハーサル

松原のぶえショー

芸術鑑賞会

南房総の第九2002演奏会リハーサル

南房総の第九2002演奏会

館山市立那古小学校ミニコンサート

映画「アイスエイジ」

館山市文化祭館山吹奏楽団定期演奏会

館山音楽鑑賞協会No.8 1演奏会

「市原多朗テノールコンサート」

 1日（日）

 3日（火）

 5日（木）

 7日（土）

 8日（日）

12日（木）

14日（土）

15日（日）

23日（月）

　13:30～16:30

羨14:00～16:15

腺18:30～20:45

　13:00～16:00

　13:30～16:30

　14:00～16:00

　13:30～15:10

羨10:00～11:25

腺12:30～13:55

舛15:00～16:25

　14:00～16:00

　14:00～16:00

南総文化ホール殖22-1811(有)

ダイサン 殖03-5476-9889

安房高等学校 殖22-0130

南総文化ホール 殖22-1811

南総文化ホール 殖22-1811

那古小学校 殖27-2644

ペニンシュラ 殖23-8802

文化祭実行委員会 殖22-3698

館山市・館山市教育委員会

館山音楽鑑賞協会 殖22-3698

第2 9回安房地区政治学級

安房地域いきいきフォーラム

アマチュア文化団体交流促進事業

ワークショップ

アマチュア文化団体交流促進事業

ミュージカル「SAKAMICHI」

 1日（日）

 5日（木）

15日（日）

22日（日）

関係者

有　料

関係者

関係者

有　料

無　料

有　料

無　料

有　料

安房支庁総務課 殖22-7111

安房農業改良普及センター

殖27-6121

南総文化ホール 殖22-1811

南総文化ホール 殖22-1811

大 

ホ 

ー 

ル

　13:30～16:30

　13:30～16:00

　13:00～17:00

　14:30～15:30

無　料

無　料

関係者

無　料

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

　
館
山
地
区
公
民
館
と
館
野
地
区
公

民
館
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
雇
用
期
間
／
平
成
15
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
15
年
９
月
3 0
日
（
期

間
終
了
後
の
継
続
勤
務
可
）

　
勤
務
日
・
時
間
／
月
・
水
・
金

曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
午
前
８
時

3 0
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
（
８
時

間
勤
務
）
【
講
座
・
教
室
の
開
催

で
、
勤
務
日
と
勤
務
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
】

　
定
員
／
館
山
地
区
公
民
館
１

人
、
館
野
地
区
公
民
館
１
人

　
郵
便
局
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
団

法
人
な
ど
が
行
う
、
社
会
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
す
る
事
業
な
ど

に
、
お
年
玉
年
賀
葉
書
な
ど
に
付

加
さ
れ
て
い
る
寄
付
金
の
配
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
来
年
の

対
象
と
な
る
団
体
を
公
募
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
団
体
／
営
利
を
目
的
と
し

な
い
、
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る

法
人
。
厚
生
保
護
法
人
、
社
団
法

人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

　
対
象
事
業
／
社
会
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
す
る
事
業
、
青
少
年
の

　
勤
務
内
容
／
公
民
館
の
施
設
管

理
、
事
務
、
公
民
館
主
催
・
共
催

事
業
の
企
画
運
営

　
賃
金
／
時
間
給
（
来
年
度
の
時

間
給
は
未
定
で
す
が
、
今
年
度
の

時
間
給
8 4 5
円
と
同
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
）

　
申
込
方
法
／
市
販
ま
た
は
中
央
公

民
館
備
付
け
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
、
12
月
2 7
日
ま
で
に
提
出

　
問
合
せ
・
提
出
先
／
中
央
公
民

館
管
理
係
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）
殖
2 3
―
３
１
１
１

健
全
育
成

の
た
め
の

社
会
教
育

事
業
な
ど

　
事
業
要

件
／
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
16
年
３
月
3 1
日
ま
で
に
国
内
で

行
う
事
業
で
、
建
物
、
そ
の
他
の

施
設
、
機
械
器
具
の
整
備
・
改

修
、
車
両
の
配
備
な
ど
形
に
残
る

こ
と
。

　
締
切
／
12
月
10
日
（
火
）
ま
で

　
問
合
せ
／
館
山
郵
便
局
（
殖
2 2

―
４
２
２
３
）

（入場券）

公
民
館
で
臨
時
職
員
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
寄
付
金
を
配
分


